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今
が

り
ん
ご
ト
レ
サ
ビ
受
付
中

◎
収
穫
前
に
ト
レ
サ
ビ
の
受
付
を
お
願
い
し
ま
す

【
期
間
】　
10
月
31
日
（
火
）
ま
で

【
時
間
】　
午
前
8
時
〜
午
後
5
時
ま
で

【
場
所
】　
弘
果
第
二
卸
売
場
、
津
軽
り
ん
ご
市
場
卸
売
場
の

両
ト
レ
サ
ビ
セ
ン
タ
ー

※
休
市
日
は
休
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
混
雑
時
に
は
ト
レ
サ
ビ
用
紙
「
お
預
か
り
サ
ー
ビ

ス
」
が
お
勧
め
で
す

　
必
要
項
目
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
、不
備
が
無
け
れ
ば
、

防
除
日
誌
・
栽
培
日
誌
を
お
預
か
り
い
た
し
ま
す
。
窓
口
で

「
預
か
り
お
願
い
し
ま
す
」
と
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

◎
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
で

も
ト
レ
サ
ビ
申
請
が
可
能
で
す

　
詳
し
く
は
、
２
０
１
７
年
り
ん
ご
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
書

類
内
の
「
り
ん
ご
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の
ご
案
内
」
に
操
作

手
順
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

毛
豆

　
美
味
し
い

「
毛
豆
」
の
茹
で
方

活発な取引が行われている「つがる」競売の様子

け   

ま

め

「毛豆」の状態を確認する中村さん

①
軽
く
水
洗
い
を
し
て
水
気

を
切
る
。

②
塩
も
み
を
し
て
表
面
の
毛

早生種「つがる」
活 発 な 取 引

ハローキティ・つがりあん
プロジェクト始動�

　

当
社
に
於
い
て
９
月
１

日
、
29
年
産
「
つ
が
り
あ
ん

北
の
桃
」
の
初
競
り
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
１
１
２

ケ
ー
ス
（
１
ケ
ー
ス
５
㌔
）

の
川
中
島
白
桃
が
上
場
さ

れ
、
平
均
単
価
は
前
年
並
み

の
２
０
９
９
円
と
な
り
ま
し

た
。

　

当
社
で
は
27
年
産
よ
り
、

果
実
内
部
の
品
質
を
光
セ
ン

サ
ー
で
判
別
す
る
選
果
機
を

使
用
し
て
、
糖
度
・
着
色
・

内
部
障
害
を
測
定
し
、
基
準

を
ク
リ
ア
し
た
も
の
を
当
社

推
奨
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド

「
つ
が
り
あ
ん
北
の
桃
」
と

し
て
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
産
は
、
構
成
品
種
で

あ
る
川
中
島
白
桃
、
さ
く
ら

白
桃
合
わ
せ
て
９
月
中
旬
ま

で
約
２
５
０
０
ケ
ー
ス
の
販

売
予
定
で
す
。

　

当
社
で
は
「
つ
が
り
あ
ん

北
の
桃
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と

生
産
者
の
労
力
軽
減
を
目
的

に
、
選
果
機
利
用
者
を
募
集

し
て
お
り
ま
す
。
興
味
を
お

持
ち
の
方
は
当
社
果
実
部
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

29 年産
初入荷

選
果
機
を
用
い
て
統
一
さ
れ
た

品
質
の
川
中
島
白
桃
が
上
場

を
落
と
し
、
洗
い

流
さ
ず
に
沸
騰
し

た
鍋
に
入
れ
る
。

③
約
８
～
10
分
茹

で
る
。（
硬
さ
は

お
好
み
で
調
節
し

て
く
だ
さ
い
）

④
お
湯
を
切
り
、

う
ち
わ
な
ど
で
粗

熱
を
と
る
。

⑤
お
好
み
の
量
の

塩
を
掛
け
て
、
美

味
し
い
毛
豆
の
出

来
上
が
り
。

津

軽

在
来
種

急募�

☆弘果弘前中央青果
電話：0172-27-5511　

  　  担当：（総務課）工藤・高杉

電話：0172-72-1211　
       担当：（総務課）木村・永澤

☆津軽りんご市場

各社ＨＰにも詳細が掲載されています

※業務内容・時間などに
ついてのお問い合わせは

短期アルバイト
臨時職員

売
れ
っ
こ
メ
ー
ル
で
売
立
て
配
信
中

　

売
れ
っ
こ
メ
ー
ル
は
、
生
産
者
の
皆
様
が
弘
果
へ
出
荷
し

て
い
た
だ
い
た
商
品
の
売
立
て
を
、
そ
の
日
の
内
に
メ
ー
ル

で
ご
本
人
の
携
帯
電
話
等
へ
自
動
的
に
送
信
す
る
サ
ー
ビ
ス

で
す
。

　

メ
ー
ル
配
信
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
携
帯
電
話
等
を
ご
持

参
の
う
え
、
精
算
所
ま
で
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

津
軽
り
ん
ご
市
場
で
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
お
願
い
】

　

電
話
に
よ
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
伝
票
番
号
を
確
認
い
た

し
ま
す
の
で
、お
手
元
に
必
ず
荷
受
書
を
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

　当社に於いて、現在展開して
いるオリジナルブランド「つが
りあん」と、世界規模で認知度
の高いキャラクター「ハローキ
ティ」がタッグを組んだ「ハロ
ーキティ・つがりあん」プロジ
ェクトを発足しました。
　このプロジェクトは、「ハロー
キティ」のキャラクター力を活
かした積極的な販売促進と、競
争力のある産地の維持・発展へ
の取り組みを目的とし、９月入
荷の「川中島白桃」を皮切りに、
ロゴマークを使用した商品を展
開していきます。
©1976, 2017 SANRIO CO., LTD.　APPROVAL NO. G581746

　
「
毛
豆
」
は
津
軽
地
方
の

在
来
品
種
で
、
秋
に
収
穫
、

流
通
す
る
枝
豆
で
す
。
津
軽

の
昼
夜
の
寒
暖
差
が
大
き
い

気
候
が
美
味
し
い
毛
豆
を
育

み
、
さ
や
の
表
面
が
茶
褐
色

の
毛
に
覆
わ
れ
、
大
粒
で
甘

み
が
強
く
、
豊
か
な
香
り
と

深
い
コ
ク
が
あ
る
の
が
特
徴

で
す
。

　

鰺
ヶ
沢
町
の
「
長
平
高
原

出
荷
組
合
」
で
は
、
組
合
員

の
園
地
約
１
０
０
㌃
で
毛
豆

を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
組
合

員
の
中
村
哲
雄
さ
ん
は
今
年

の
状
況
に
つ
い
て
「
生
育
期

の
日
照
不
足
の
影
響
で
、
若

干
生
育
が
遅
れ
て
は
い
る

が
、豆
の
状
態
を
見
る
限
り
、

例
年
通
り
の
作
柄
で
は
な
い

か
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

毛
豆
は
９
月
下
旬
か
ら
収

穫
が
始
ま
り
、
10
月
下
旬
頃

ま
で
出
荷
さ
れ
ま
す
。
伝
統

あ
る
毛
豆
を
是
非
と
も
お
召

し
上
が
り
く
だ
さ
い
。

　

今
年
産
の
「
つ
が
る
」
は
、

熟
度
の
進
み
は
ほ
ぼ
平
年
並
み

で
推
移
し
、
干
ば
つ
の
影
響
で

小
玉
傾
向
で
し
た
が
、
昼
夜
の

寒
暖
差
が
大
き
か
っ
た
こ
と
か

ら
着
色
が
良
く
、
ま
た
、
他
県

産
の
出
遅
れ
か
ら
引
き
合
い
も

強
く
、
活
発
な
取
引
と
な
り
ま

し
た
。

　

当
社
の
取
扱
い
（
９
月
14

日
ま
で
の
累
計
）
は
「
つ
が

る
」
が
数
量
27
万
箱
（
前
年
比

１
０
９
．
３
％
）
平
均
単
価

３
３
６
７
円
（
前
年
比
１
０
１
．

１
％
）
と
、
数
量
、
単
価
と
も

に
前
年
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
「
ト
キ
」「
早
生

ふ
じ
系
」
の
収
穫
を
迎
え
ま
す
。

美
味
し
く
、
高
品
質
な
り
ん
ご

生
産
に
向
け
て
「
適
期
摘
葉
」

「
適
期
収
穫
」
を
徹
底
し
、
栽

培
管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。



ひ ろ か だ よ り （2）

石
岡
　
政
准
さ
ん
（
25
）

ま
さ
の
り

【
期
間
】
９
月
１
日
～
11
月
30
日

【
時
間
】
午
前
11
時
～
午
後
６
時

【
休
み
】
休
市
日
の
前
日

◆
大
鰐
集
荷
場
【
電
話
】
０
８
０
―
３
１
４
９
―
３
６
５
７

◆
目
屋
集
荷
場
【
電
話
】
０
１
７
２
―
86
―
３
０
３
１

◆
岩
木
集
荷
場
【
電
話
】
０
９
０
―
１
３
９
８
―
１
４
１
５

◆
鬼
沢
集
荷
場
【
電
話
】
０
９
０
―
２
９
８
８
―
２
８
５
５

◆
浪
岡
集
荷
場
【
電
話
】
０
８
０
―
１
８
３
３
―
１
４
６
１

◆
小
沢
集
荷
場
【
電
話
】
０
９
０
―
７
５
２
９
―
３
７
３
６

◆
平
賀
集
荷
場
【
電
話
】
０
８
０
―
５
２
２
４
―
７
６
８
４

◆
十
面
沢
集
荷
場
【
電
話
】
０
８
０
―
４
４
１
１
―
８
７
５
９

【
期
間
】
９
月
１
日
～
11
月
20
日
頃

【
時
間
】
午
前
９
時
～
午
後
６
時

【
休
み
】
休
市
日
の
前
日

◆
五
所
川
原
集
荷
場
【
電
話
】
０
１
７
３
―
29
―
３
３
４
３

◆
鶴
田
集
荷
場
【
電
話
】
０
８
０
―
５
７
４
４
―
５
０
５
０

弘
果
秋
田
県
北
集
荷
場

オ
ー
プ
ン
の
お
知
ら
せ

　
家
業
で
あ
る
「
農
業
」
に
希
望
を
見
出
し
、
夢
に
向
け

努
力
す
る
期
待
の
後
継
者
を
紹
介
し
ま
す
。

【
家
族
構
成
】
両
親
、
祖
母
、

妹
と
の
５
人
家
族

【
住
所
】　

弘
前
市
下
湯
口

【
作
付
状
況
】

　
　
　

り
ん
ご
２
．
４
㌶

【
就
農
年
】
２
０
１
３
年

【
き
っ
か
け
】
り
ん
ご
農
家

に
生
ま
れ
育
ち
、「
父
の
代

で
畑
を
終
わ
り
に
し
た
く
な

い
」
と
い
う
気
持
ち
は
あ
っ

た
も
の
の
、高
校
を
卒
業
後
、

県
内
外
で
農
業
と
は
関
係
の

な
い
仕
事
を
し
て
働
い
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
頭
か
ら

は
家
業
に
対
す
る
想
い
が
離

れ
ず
、
ま
た
、
自
身
の
将
来

に
つ
い
て
考
え
た
末
、
消
極

的
な
理
由
か
ら
継
ぐ
の
で
は

な
く
、
積
極
的
に
「
農
業
」

と
向
き
合
っ
て
い
こ
う
と
決

意
し
、
就
農
し
ま
し
た
。

【
現
在
】
栽
培
管
理
や
農
業

経
営
等
、
学
び
、
経
験
す
る

中
で
、
手
伝
い
で
は
な
く
、

本
格
的
に
従
事
し
て
み
て
解

る
事
が
多
々
あ
り
ま
す
。
全

て
自
分
を
成
長
さ
せ
て
く
れ

る
「
肥
や
し
」
と
し
て
考
え
、

今
後
に
活
か
せ
る
様
、
日
々

仕
事
に
向
き
合
っ
て
い
ま

す
。

【
夢
・
展
望
】
家
業
を
継
い

だ
以
上
、
園
地
を
し
っ
か

り
と
守
り
、
自
分
の
「
業
」

（
栽
培
技
術
等
）
に
磨
き
を

か
け
、
高
品
質
な
り
ん
ご
の

生
産
に
励
み
た
い
で
す
。
ま

た
、
り
ん
ご
産
業
の
未
来
に

向
け
て
、
同
世
代
の
り
ん
ご

生
産
者
と
の
交
流
や
情
報
交

換
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
き

た
い
。

【
座
右
の
銘
】「
継
続
は
力
な

り
」
一
人
前
の
「
農
家
」
を

目
指
す
に
は
、
と
に
か
く

日
々
の
仕
事
を
地
道
に
続

け
、
様
々
な
経
験
を
重
ね
る

事
が
大
事
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

青
森
県
の
花
き
の
生
産
意

欲
の
高
揚
を
図
り
、
栽
培
技

術
の
向
上
を
目
的
に
８
月
25

日
開
催
さ
れ
ま
し
た
「
第
44

回
青
森
県
花
の
共
進
会
」
に

於
い
て
、
県
内
各
地
の
花

き
生
産
者
が
栽
培
し
た
花

１
０
９
点
が
出
品
、
審
査
さ

れ
、
弘
果
・
弘
前
花
き
連
絡

協
議
会
の
高
杉
成
春
会
長
が

出
品
し
た
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ

ウ
・
セ
シ
ル
グ
リ
ー
ン
が
最

優
秀
賞（
農
林
水
産
大
臣
賞
）

に
輝
き
ま
し
た
。

　

最
高
賞
を
受
賞
し
た
高
杉

会
長
は
「
出
品
し
た
花
は
、

特
別
な
栽
培
は
し
て
お
ら

ず
、
普
段
出
荷
す
る
花
と
同

じ
に
栽
培
し
ま
し
た
。
こ
の

結
果
は
、
日
々
の
仕
事
を
評

価
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
と

受
け
止
め
、と
て
も
嬉
し
い
」

と
感
慨
深
げ
に
話
し
て
い
ま

し
た
。

農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞

最高賞を受賞した
「トルコギキョウ・セシルグリーン」

と生産者の高杉氏

品 評 会
開  催

厳正な審査が行われている品評会の様子

　

青
森
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ロ
ン

生
産
連
絡
協
議
会
（
木
村
文

信
会
長
）、
同
青
年
部
（
工

藤
功
樹
部
長
）
共
催
の
つ
が

り
あ
ん
メ
ロ
ン
第
５
回
品
評

会
が
開
催
さ
れ
、
７
月
７
日

の
ア
ム
さ
ん
の
部
に
13
点
、

８
月
４
日
の
ア
ー
バ
ン
デ
リ

シ
ャ
ス
の
部
に
34
点
、
９
月

１
日
の
ハ
ニ
ー
ゴ
ー
ル
デ
ン

の
部
に
14
点
が
出
品
さ
れ
ま

し
た
。

　

各
品
種
ご
と
に
審
査
員
４

名
が
厳
正
に
審
査
を
行
い
、

上
位
入
賞
者
が
決
定
し
ま
し

た
。

【
ア
ム
さ
ん
の
部
】

１
位　

伝
法
谷
章
史　
　
　

　
　
　
（
だ
る
ま
生
産
組
合
）

２
位　

工
藤
幸
行　
　
　
　

　
　
（
津
軽
丸
山
園
芸
団
地
）

３
位　

藤
本
清
仁　
　
　
　

　
　
（
木
造
縄
文
出
荷
組
合
）

【
ア
ー
バ
ン
デ
リ
シ
ャ
ス
の
部
】

１
位　

藤
本
清
仁　
　
　
　

　
　
（
木
造
縄
文
出
荷
組
合
）

２
位　

坂
本
俊
誠　
　
　
　

　
　
（
木
造
縄
文
出
荷
組
合
）

３
位　

五
十
嵐
良
子　
　
　

　
　
　
　
（
丸
駒
生
産
組
合
）

【
ハ
ニ
ー
ゴ
ー
ル
デ
ン
の
部
】

１
位　

野
呂
和
司

　
　
　
（
上
稲
元
生
産
組
合
）

２
位　

増
田
和
久

　
　
（
十
面
沢
メ
ロ
ン
組
合
）

３
位　

新
岡
正
人

　
（
マ
ル
菰
生
産
出
荷
組
合
）

　

ま
た
、
当
社
で
は
つ
が
り

あ
ん
メ
ロ
ン
の
栽
培
者
を
随

時
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
関

心
を
お
持
ち
の
方
は
農
産
指

導
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト

目
揃
え
会
開
催

【
住
所
】
秋
田
県
鹿
角
市
十
和
田
錦
木
山
谷
１ｰ

８

【
期
間
】
10
月
８
日
～
11
月
26
日

【
時
間
】
午
後
１
時
～
午
後
６
時

【
休
み
】
休
市
日
の
前
日

【
電
話
】
０
８
０
―
５
８
４
９
―
９
６
４
８

五農生実習の集大成 メロン収穫メロン栽培
後継者育成事業

「農」の「業」を継ぐ
 期待の後継者

わ

ざ

の

う

津
軽
市
場

り
ん
ご
集
荷
場
好
評
営
業
中

弘　

果

　

当
社
木
造
菰
槌
集
荷
場
と
弘

果
会
議
室
で
９
月
11
日
、
当
社

オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
「
つ
が

り
あ
ん
」
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ

ト
目
揃
え
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

同
目
揃
え
会

は
、「
つ
が
り
あ

ん
」
と
し
て
出
荷

す
る
際
の
粒
や
房

の
大
き
さ
、糖
度
、

色
の
目
安
な
ど
の

基
準
を
確
認
す
る

目
的
で
行
わ
れ
、

両
会
場
合
わ
せ
て

生
産
者
約
60
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
生
産

者
は
「
統
一
さ
れ

た
基
準
で
栽
培
か

ら
出
荷
ま
で
行

い
、
高
品
質
を
付

加
価
値
と
し
て
ブ

ラ
ン
ド
化
す
る
こ

と
が
価
格
向
上
に
繋
が
る
の
で

意
欲
的
に
取
り
組
み
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
産
は
９
月
中
旬
か
ら
の

入
荷
予
定
で
す
。

　

青
森
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ロ
ン
生
産
連

絡
協
議
会
（
木
村
文
信
会
長
）
で
は

後
継
者
育
成
事
業
の
一
環
と
し
て
、

五
所
川
原
農
林
高
校
生
物
生
産
科
１

年
生
を
対
象
に
、
つ
が
り
あ
ん
メ
ロ

ン
「
ハ
ニ
ー
ゴ
ー
ル
デ
ン
」
の
栽
培

実
習
を
実
施
し
て
お
り
、
今
年
で
12

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

今
回
の
実
習
で
は
、
定
植
作
業
が

６
月
13
日
に
行
わ
れ
、
約
3
ヶ
月
間

の
栽
培
管
理
を
経
て
、
９
月
５
日
に

収
穫
、
選
果
、
箱
詰
め
が
行
わ
れ
、

当
社
へ
出
荷
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
荷
さ
れ
た
41
箱
の
メ
ロ
ン
は
９

月
６
日
、
当
社
第
１
卸
売

場
に
於
い
て
競
売
が
行
わ

れ
、
同
校
の
生
徒
達
は
、

実
習
の
集
大
成
と
し
て
、

自
ら
が
生
産
し
た
メ
ロ
ン

の
流
通
に
つ
い
て
研
修
し

ま
し
た
。

　

同
校
の
境
谷
知
鉱
（
ち

ひ
ろ
）
さ
ん
は
今
回
の
実

習
を
振
り
返
り
「
実
際
の

メ
ロ
ン
農
家
が
行
っ
て
い

る
栽
培
か
ら
出
荷
ま
で
の

作
業
を
自
分
達
が
経
験
し

て
み
て
、
多
く
の
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。『
商
品
』

と
し
て
責
任
を
持
っ
て
栽

培
し
た
メ
ロ
ン
が
競
売
さ

れ
、
価
格
が
付
い
て
い
く

時
に
、
達
成
感
を
感
じ
、

感
動
し
ま
し
た
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

基準となるシャインマスカットを確認する参加者


